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成犬43頭の大庇骨骨頭に対し， 1) 頚部絞拒結輩、， 2) 軍部絞抗結ゑおよびポリエチレン帽装着，
3 )頚部外側フイノレム遮断および頚部内側絞拒結主主によって，大腿骨骨頭の栄養血管を選択的に遮断































2 週間から 5 年までにわたる本症症例について，レ線学的，病理学的研究をお乙なったもので，とく
に発症の早々から数年にわたって経時的変化を追った例は世界的に珍しいものであり，また，発症後
の年月を異にするものの組織所見をそろえたことは，はなはだ意義のたかいものである。この結果と
して長期間にわたる虚血性壊死の存続と，それを囲絞する分界層の成立，これをめぐる二次的変化が
確認された司これは病理発生的にペルテス病との類縁を暗示すると乙ろの大きい所見である。一方実
験的に成人骨頭の虚血性壊死の病理をたしかめるために，成犬大阪骨頭に血流遮断実験を行なった結
果，骨頭にいたる血管を広範囲に遮断する乙とによって，広さと，修復までの期聞を異にする種々の
壊死巣をつくり，その修復過程における種々の側副血行成立の経緯をあきらかならしめる乙とができ
た口|↓I には，ヒ卜に見られる典型的な分界線の前段階と考えられる結合織層や骨頭辺縁の骨縁堤を実
験的に作り出すことに成功したものもあり，本症と変形性関節症との関係，および本症の流産型立ち
消え型の仮説に対する有力な実証を供するものである。
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